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虎こ

徹て
つ

の
名
で
広
く
知
ら
れ
る
江
戸
時

代
前
期
の
刀
工
・
長
曽
祢
興お

き

里さ
と

（
？
～

一
六
七
八
）
が
鍛
え
た
脇わ

き

指ざ
し

。
よ
く
締

ま
っ
た
鉄か

ね

に
直す

ぐ

刃は

調
の
刃
文
が
冴
え
、

刃
文
の
縁
や
地
に
は
、
虎
徹
作
品
に
よ

く
見
ら
れ
る
細
か
な
砂
の
よ
う
な
粒
子

が
表
れ
て
い
ま
す
。

虎
徹
は
制
作
時
期
に
よ
り
銘
（
サ
イ

ン
）
に
使
用
す
る
漢
字
や
字
体
が
変
わ

り
、
本
作
は
、「
興
」
の
字
体
や
入
道

名
で
あ
る
虎
徹
を
「
乕
徹
」
と
表
す
点

な
ど
か
ら
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）

頃
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
彦
根
藩
井

伊
家
十
三
代
直な

お

弼す
け

の
所
用
と
伝
え
る
一

口ふ
り

で
す
。

脇わ
き

指ざ
し　

銘 

長な
が

曽そ

祢ね

興お
き

里さ
と

入に
ゅ
う

道ど
う

乕こ

徹て
つ　
　
　
当
館
蔵

特別展

展覧会
情報

テ
ー
マ
展

特
別
展

企
画
展

テ
ー
マ
展

長な

が

曽そ

祢ね

虎こ

徹て

つ

   　
　
　

― 

新
刀
随
一
の
匠 

―

29
11月

日

8
1月
日

26
10月

日

25
11月

日

24
8月
日

17
9月
日

能
面
い
ろ
は

　
　
　

  

― 

井
伊
家
伝
来
能
面
か
ら 

―

～
（　）

10/ 
26 金

彦ひ
こ

根ね

製せ
い

糸し

場ば

　
　
　

  

― 

近
代
化
の
先さ

き

駆が

け 

―

21
9月
日

23
10月

日

長な
が

曽そ

祢ね

虎こ

徹て
つ

　
　
　

  

― 

新
刀
随
一
の
匠 

―

近
代
の
書
聖　

日く
さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

　
　
　

  

― 

新
出
資
料
を
中
心
に 

―

（　）
11/ 

25 日
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●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

展
示
室
１
～
２

特
別
展

江
戸
時
代
前
期
の
刀
工
・
長な
が

曽そ

祢ね

虎こ

徹て
つ

は
、

彦
根
の
長
曽
根
村
に
起
源
を
も
つ
と
さ
れ
る

長
曽
祢
鍛
冶
に
連
な
る
刀
工
で
す
。

長
曽
祢
鍛
冶
は
、
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

や
鐔つ
ば

な
ど
を
主
に

制
作
す
る
鍛
冶
集
団
で
、
虎
徹
も
元
は
甲
冑

師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
刀

工
に
転
向
し
て
数
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し

た
。
虎
徹
作
品
の
最
大
の
特
徴
は
、
最
上
の

斬
れ
味
を
持
つ
と
評
さ
れ
た
地じ

鉄が
ね

で
、
江
戸

時
代
に
活
躍
し
た
刀
工
の
中
で
も
、
抜
群
の

出
来
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
新
刀
随
一
と

も
称
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
虎
徹
の
注
目
し
た
い
特
徴
と

し
て
、
彼
が
刻
ん
だ
銘
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。「
虎
徹
」
の
名
は
、
刀
工
に
転
身
し

た
後
の
入
道
名
で
、
初
期
作
品
の
銘
で
は
、

そ
の
名
を
「
興お
き

里さ
と

」
と
だ
け
表
す
な
ど
、
制

作
時
期
に
よ
っ
て
名
前
や
漢
字
、
字
体
が
異

な
り
ま
す
。

本
展
で
は
、
虎
徹
が
鍛
え
た
鉄
の
変
遷
を

銘
字
と
と
も
に
追
い
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま

す
。
ま
た
、
長
曽
祢
鍛
冶
の
作
品
も
併
せ
て

展
示
し
ま
す
。
彦
根
ゆ
か
り
の
鍛
冶
に
よ
る

鉄
の
技
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
27
日
（
土
）　

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

＊
関
連
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

小
田
籠
手　

銘
（
馬
手
）
於
武
州
江
戸
作
之

　
　
　
　
　
　

 

（
射
向
）
長
曽
祢
興
里

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

Im
age : TN

M
 Im

age Archives

　

９
月
～

11
月

10
26

（金）

11
25

（日）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

8
24

（金）

9
17

（月･祝）

能
面
い
ろ
は

  　

― 

井
伊
家
伝
来
能
面
か
ら 

―

展
示
室
１

企
画
展

彦ひ

こ

根ね

製せ

い

糸し

場ば

  　

― 

近
代
化
の
先さ

き

駆が

け 

―

9
21

（金）

10
23

（火）

役
柄
や
演
出
に
応
じ
た
様
々
な
種
類
が
あ

る
能
面
。
そ
れ
ら
は
大
ま
か
に
翁
お
き
な
、
尉
じ
ょ
う
、
鬼き

神じ
ん

、
霊
り
ょ
う

、
男
、
女
の
六
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
表
情
も
老
若
男
女
の
違
い

に
加
え
、
柔
和
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
も
の
か

ら
、
怒
り
の
相
を
表
す
も
の
、
悲
し
み
を
表

す
も
の
、や
つ
れ
き
っ
た
相
貌
の
も
の
な
ど
、

じ
つ
に
多
種
多
様
で
す
。

本
展
で
は
、
能
面
の
種
類
ご
と
の
特
徴
や

決
ま
り
ご
と
、
見
分
け
方
と
い
っ
た
、
能
面

を
鑑
賞
す
る
際
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
す
。
こ
の
機　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
に
、
ぜ
ひ
能
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
親
し
ん
で
く
だ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
。

能
面　

白
色
尉

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■
日
時　

8
月
25
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

茨
木 

恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

＊�

関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

明
治
十
一
年
六
月
十
六
日
、
士し

族ぞ
く

授じ
ゅ

産さ
ん

と

殖し
ょ
く

産さ
ん

興こ
う

業ぎ
ょ
う

を
目
指
し
て
、
近
代
的
な
器
械

製
糸
工
場
で
あ
る
彦
根
製
糸
場
が
開
場
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
先
進
的
な
取
り
組

み
で
あ
り
、
同
場
は
、
近
隣
地
域
の
近
代
化

を
牽
引
し
ま
し
た
。初
め
は
県
営
で
し
た
が
、

後
に
井
伊
家
に
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
館
で
は
、
現
在
、
井
伊
家
伝
来
の
近
代

文
書
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
に
彦
根
製
糸
場
関
係
の
史
料
が
数
多
く
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
を
機
会
に
、
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
外
の
関
係
資
料
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
、
彦
根
製
糸
場
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
を
明
ら
か
に
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

彦
根
製
糸
場
商
標

■
日
時　

9
月
22
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

早
川 

駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

＊�

関
連
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

長な
が

曽そ

祢ね

虎こ

徹て

つ

　
　
　

― 

新
刀
随
一
の
匠 

―

脇
指
　
銘 

長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹
（
銘
部
分
）

本
展
の
観
覧
料
は
、通
常
時
と
異
な
り
ま
す
。（
一
般
８
０
０
円
ほ
か
）

重
要
美
術
品　

脇
指　

銘（
表
）乕
徹
入
道
興
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
裏
）彫
物
同
作　
　
（
個
人
蔵
）

重
要
文
化
財　

刀　

銘（
表
）住
東
叡
山
忍
岡
辺
長
曽
祢
虎
入
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
裏
）寛
文
拾
一
年
二
月
吉
祥
日　
　
　
（
森
記
念
秋
水
美
術
館
蔵
）
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■
開
催
日
時
・
場
所

11
月
18
日
（
日
）　

13
時
30
分
開
演
（
13
時
開
場
）

当
館
能
舞
台

■
演
目

大
蔵
流
狂
言　
　
【
解
説
】　

茂
山　

童
司

「　

鍋な
べ

八や
つ

撥ば
ち　

」　 

茂
山
千
五
郎

「　

口く
ち

真ま

似ね　

」
茂
山
あ
き
ら

「
金き

ん

藤と
う

左ざ

衛え

門も
ん

」
茂
山　

宗
彦

■
チ
ケ
ッ
ト

全
席
指
定

Ａ
席
（
正 

面 

席
）
３
千
５
百
円

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
３
千
円

10
月
19
日
発
売
開
始

＊
開
演
時
刻･

演
目･

出
演
者
等
は
、

都
合
に
よ
り
、
や
む
な
く
変
更
す
る

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
当
館
受
付
お
よ
び
お
電
話
に
て
お
求
め
い

た
だ
け
ま
す
。

　
（
発
売
初
日
は
、
館
内
販
売
９
時
～
、
電
話
予
約
10
時
～
）

＊
未
就
学
児
は
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

「
雲く
も

井い

」
の
名
を
持
つ

小
面
に
関
す
る
一
考
察

「
能の

う

面め
ん

心こ
こ
ろ

覚お
ぼ
え

記き

」（
井
伊
家
伝
来
典
籍
）
は
、

彦
根
藩
井
伊
家
十
二
代
直な

お

亮あ
き

（
一
七
九
四
～

一
八
五
〇
）
が
記
し
た
能
面
の
道
具
帳
で
す
。

直
亮
は
刀
剣
や
弓
、
楽
器
、
書
画
を
は
じ
め
と

す
る
幅
広
い
分
野
に
関
心
を
持
ち
、
こ
れ
ら

の
情
報
を
記
し
た
道
具
帳
を
作
成
し
ま
し
た
。

「
能
面
心
覚
記
」
も
そ
の
一
つ
で
、
前
半
は
天

保
四
年
（
一
八
三
三
）
八
月
に
確
認
し
た
、
父

で
あ
る
十
一
代
直な

お

中な
か

（
一
七
六
六
～
一
八
三
一
）

ま
で
の
井
伊
家
伝
来
面
三
百
二
十
九
面
、
後
半

は
天
保
五
年
か
ら
八
年
に
自
ら
が
購
入
し
た

七
十
七
面
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
。

「
能
面
心
覚
記
」
に
は
、「
雲く

も

井い

」
の
名
を

持
つ
二
つ
の
小こ

面お
も
て

に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
直
亮
以
前
の
井
伊
家
伝
来
面

で
、
江
戸
時
代
前
期
の
面め

ん

打う
ち

で
あ
る
井い

関せ
き

家い
え

重し
げ

作
の
「
雲く

も

井い
の

小こ

面お
も
て

」、
も
う
一
つ
は
、
天
保
八

年
（
一
八
三
七
）
十
二
月
二
十
五
日
に
直
亮
が

購
入
し
た
三
光
坊
作「
小
面
雲
井
」で
す（
写
真
）。

作
者
の
三
光
坊
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
桃
山

時
代
に
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
伝
説
的
な
面
打
。

こ
の
「
小
面
雲
井
」
に
は
、
江
戸
時
代
後
期
の

能
役
者
で
能
面
の
研
究
書
を
著

あ
ら
わ
し
た
、
喜
多
流

宗
家
九
世
古ひ

さ

能よ
し

（
一
七
四
二
～
一
八
二
九
、
隠
居

名
は
健け

ん

忘ぼ
う

斎さ
い

湖こ

遊ゆ
う

）
の
極

き
わ
め

状じ
ょ
う

と
手
紙
が
附
属
す

る
と
あ
り
ま
す
。
直
亮
は
、
こ
の
面
は
阿
部
家

か
ら
松
浦
家
へ
渡
り
、
こ
の
度
、
子
細
有
っ
て

家
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
、
井
伊
家
は
直
中
の
代

か
ら
、
家
重
が
作
っ
た
こ
の
小
面
の
写
し
を
所

蔵
し
て
お
り
、
写
し
も
雲
井
と
呼
ば
れ
て
い
る

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
写
し
に
あ
た
る
の
が

先
述
の
家
重
作
「
雲
井
小
面
」、
直
亮
が
購
入

し
た
三
光
坊
作
「
小
面
雲
井
」
は
そ
の
原
本
と

な
っ
た
本
面
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、「
能
面
心
覚
記
」
以
外
に
家
重

作
「
雲
井
小
面
」
に
言
及
す
る
史
料
と
し
て
、

能
面
の
売
買
に
関
す
る
古
能
の
書
状
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）、
直
中

が
古
能
の
仲
介
で
福
山
藩
主
阿
部
家
か
ら
能
面

六
面
を
購
入
し
た
際
の
書
状
で
、
そ
の
内
容
か

ら
直
中
が
入
手
し
た
六
面
は
、
阿
部
家
が
大
蔵

大
夫
か
ら
購
入
し
た
六
面
と
、
将
軍
の
側
用
人

を
務
め
た
間ま

な

部べ

詮あ
き

房ふ
さ

が
徳
川
六
代
将
軍
家い

え

宣の
ぶ

か

ら
拝
領
し
、
そ
の
後
、
阿
部
家
に
譲
り
渡
さ
れ

た
家
重
の
雲
井
小
面
、
計
七
面
の
内
の
六
面
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
能
面
心
覚
記
」

に
お
い
て
、
直
中
ま
で
の
井
伊
家
伝
来
面
と
し

て
家
重
作
「
雲
井
小
面
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
面
と
文
化
八
年
に
直
中

が
阿
部
家
か
ら
購
入
し
た
雲
井
小
面
は
同
一
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

一
方
、
三
光
坊
作
「
小
面
雲
井
」
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
こ
の
面
が
阿
部
家
の
旧
蔵
品
で
、

直
亮
は
こ
れ
を
松
浦
家
、
つ
ま
り
平
戸
藩
主
松ま

つ

浦ら

家
か
ら
入
手
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
ま

た
、
文
化
八
年
に
直
中
が
阿
部
家
か
ら
家
重
の

雲
井
小
面
を
含
む
面
を
購
入
し
た
際
、
井
伊
家

に
先
ん
じ
て
購
入
を
打
診
さ
れ
た
の
が
松
浦
家

で
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
阿
部
家

か
ら
打
診
を
受
け
た
松
浦
家
が
本
面
で
あ
る
三

光
坊
作
「
小
面
雲
井
」
を
購
入
し
、
直
中
は
写

し
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
家
重
作
「
雲
井
小

面
」
を
購
入
し
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
何
ら
か
の
経
緯
で
本
面
の

三
光
坊
作
「
小
面
雲
井
」
の
存
在
を
知
っ
た
直

亮
が
、
松
浦
家
よ
り
こ
れ
を
入
手
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
雲
井
」
と
呼
ば
れ
た
二
つ
の
小
面
を
は

じ
め
と
す
る
彦
根
藩
井
伊
家
所
蔵
の
能
面
は
、

残
念
な
が
ら
、
そ
の
大
半
が
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
作
品
無
し

に
江
戸
時
代
に
お
け
る
井
伊
家
所
蔵
面
の
全
体

像
を
把
握
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、「
能
面
心

覚
記
」
等
の
道
具
帳
や
古
文
書
等
を
関
連
づ
け

て
考
察
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
こ
れ
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。（

茨
木
恵
美
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

能
・
狂
言

第
52
回

彦

根

城

能

■
開
催
日
時
・
場
所

９
月
17
日
（
月
・
祝
）　

16
時
開
演
（
15
時
30
分
開
場
）

当
館
能
舞
台

■
演
目

　
【
お
話
】　　

天
野　

文
雄

観
世
流
仕
舞
「
船ふ

な

弁べ
ん

慶け
い

」
上
野　

雄
三

大
蔵
流
狂
言
「
栗く

り　

焼や
き

」
茂
山
七
五
三

観
世
流　

能
「
景か

げ　

清き
よ

」
野
村　

四
郎
（
人
間
国
宝
）

■
チ
ケ
ッ
ト

全
席
指
定

Ａ
席
（
正 

面 

席
）
５
千
５
百
円

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
５
千
円

発
売
中

錦
秋
狂
言
の
集
い

能
面
心
覚
記
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江
戸
時
代
前
期
に
数
々
の
刀
剣
を
鍛
え
た
名
工
・

長
曽
祢
虎
徹
。
彼
の
技
や
そ
の
特
徴
、
ま
た
先
祖

で
あ
る
長
曽
祢
鍛
冶
に
つ
い
て
、
作
品
な
ど
を
通

じ
て
、
そ
の
全
容
を
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。

講
演
会
①
「
虎
徹
と
長
曽
祢
鍛
冶
」

■
日
時　

11
月
４
日
（
日
）
14
時
～
15
時
30
分

■
講
師　

古
幡
昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

60
名

■
資
料
代　

１
０
０
円
（
展
示
の
観
覧
に
は
別
途

　
　
　
　
　

観
覧
料
が
必
要
で
す
。）

■
申
込　

当
日
受
付
（
先
着
順
。
当
日
12
時
か
ら

　
　
　
　

整
理
券
を
配 

布
し
ま
す
。）

講
演
会
②
「『
虎
徹
』
は 

は
た
し
て
名
工
か

―
興お

き

里さ
と

・
興お

き

正ま
さ

・
興お

き

久ひ
さ

―
（
仮
称
）」

■
日
時　

11
月
10
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

■
講
師　

末
兼
俊
彦
氏
（
京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
）

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

60
名

■
受
講
料　

５
０
０
円
（
展
示
の
観
覧
に
は
別
途

　
　
　
　
　

観
覧
料
が
必
要
で
す
。）

■
申
込　

当
日
受
付
（
先
着
順
。
当
日
12
時
か
ら

　
　
　
　

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。）

11 月 10 月 9 月

6
土

27
土

15
土

1
土

10/
23～25

 

展示替により一部休室

11/
26・27・

 
29

展示替により一部休室

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑦

講
演
会

「
彦
根
製
糸
場
と
井
伊
家
近
代
文
書
」

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

催
し

長
曽
祢
虎
徹
―
新
刀
随
一
の
匠
―

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

能面いろは
―井伊家伝来能面から―

～ 9/17

テーマ展 ９
月
～

12
月

特
別
展
「
長な

が

曽そ

祢ね

虎こ

徹て
つ

ー
新
刀
随
一
の
匠
ー
」
関
連
講
演
会

常設展示　“ほんもの”との出会い

長曽祢虎徹
―新刀随一の匠―

10/26 ～11/25

特別展 企画展

彦根製糸場
―近代化の先駆け―

9/21 ～10/23

18
日

能
・
狂
言　

錦
秋
狂
言
の
集
い

15
土

 

25
火 

～
31
月　
　

休　

館

テ
ー
マ
展
や
企
画
展
に
あ
わ
せ
て
、
講
座
・
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
担
当
学
芸
員
が
、
展
示
の
内

容
や
関
連
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
日
頃
の
研
究

の
成
果
を
踏
ま
え
て
よ
り
深
く
解
説
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
・
講
師

　

①
９
月
８
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　
　

テ
ー
マ
展
「
能
面
い
ろ
は
」
関
連
講
座

　
　
「
道
具
帳
に
み
る

　
　
　
　
　

江
戸
時
代
の
井
伊
家
所
蔵
の
能
面
」

茨
木
恵
美

　

②
10
月
６
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　
　

企
画
展
「
彦ひ

こ

根ね

製せ
い

糸し

場ば

」
関
連
講
演
会

　
　
「
彦
根
製
糸
場
と
井
伊
家
近
代
文
書
」

早
川
駿
治

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

60
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円

■
申
込　

当
日
受
付
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
展
・
企
画
展
関
連
講
座
・
講
演
会

８
土

１
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑥

 

18
火　
　
　
　
　

休　

館

講
座

「
道
具
帳
に
み
る

　

江
戸
時
代
の
井
伊
家
所
蔵
の
能
面
」

22
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

彦
根
製
糸
場
―
近
代
化
の
先
駆
け
―

能
・
狂
言　

第
52
回
彦
根
城
能

17
月・祝

10
土

講
演
会　

特
別
展
関
連
講
演
会
②

「『
虎
徹
』
は 

は
た
し
て
名
工
か

　
　

―
興
里
・
興
正
・
興
久
―
（
仮
称
）
」

 

28
水　
　
　
　
　

休　

館

9/
19・20

展示替により
一部休室

4
日

講
演
会　

特
別
展
関
連
講
演
会
①

「
虎
徹
と
長
曽
祢
鍛
冶
」

近
代
の
書
聖 

日
下
部
鳴
鶴

　
　
　

―
新
出
資
料
を
中
心
に
―

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

講
座

「
御
成
と
茶
道
具
」

責
銜　

銘 

長
曽
祢
利
光
作

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

Im
age : TN

M
 Im

age Archives

　

12 月

近代の書聖
日下部鳴鶴

―新出資料を中心に―

11/29 ～ 1/8

テーマ展

就
業
日
記


